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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本オフィス家具協会（JOIFA）

及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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Office furniture-Tables and desks- 
Test methods for the determination of stability, strength and durability 

 
序文 

この規格は，2007 年に第 1 版として発行された ISO 21016 を基とし，日本の技術動向，使用実態などに

合わせ技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明をつけて，附属書 JB に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，座った姿勢又は立った姿勢で使用するように設計された，例えば，作業用テーブル，高さ

調節可能テーブル，会議用テーブルなど全てのタイプのオフィス用テーブル及びオフィス用机（以下，テ

ーブルという。）の安定性，強度及び耐久性を求めるための試験方法について規定する。試験は，完全に組

み立てられ，使用可能状態にあるテーブルに適用できる。ただし，この規格は，JIS S 1200 に規定する収

納構成要素の試験方法は含まない。 

ここに規定する試験は，通常起こり得る誤使用を含む標準的な使用を想定し，それらの状況に相当する

荷重，力及び速度を，テーブルの様々な部分に加えるものである。 

天板のたわみを除き，この試験は，材料，設計，構造又は製造工程に関係なく，特性を評価するように

計画されている。 

試験結果は，試験したテーブル（構成部材を含む。）についてだけ有効である。これらの結果は，試験し

た試験体が類似製品の代表である場合は，類似製品の性能を表すものとして用いることができる。 

この規格に従って実施する試験は，試験体が，意図された環境において十分に使用できるものであるこ

とを実証しようとするものである。この試験は，構造的破損が習慣的な誤使用の結果として又は過度に長

期にわたる使用後に，最終的に発生することのないことを保証するものではない点を理解することが必要

である。この試験は，未使用のテーブル（構成部材を含む。）に対して開発されたものでもある。ただし，

適切に正当化できる場合には，不具合を調べるための試験に用いてもよい。 

この規格は，試験方法だけを規定するものである。 

要求事項を示す文章が利用できない場合には，附属書 A 又は附属書 JA で，推奨荷重，サイクルなどの

選択の手引を参考にすることができる。ただし，経時変化及び劣化の評価は含まれない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 21016:2007，Office furniture－Tables and desks－Test methods for the determination of stability, 

strength and durability（MOD） 


